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ガラス布基材ジアリルフクレート樹脂積層板の特性
ThePropertiesoftheGlass-Fabric-BaseDiallylphthalateLaminate
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内 容 梗 概

ジアリルフタレート桝胴ほ,成形材料,析帆-■■】■,化粧板などとして広く似≠されて亮汗,すぐjtた′.㌫知的件

Tf,耐熱性および寸法安矧生を有するため最近i′-=｣を炬7)ている｡従兼この樹脂はアメ･)カのFood Machi-

neryandChemicalCorporation(F･M･C)の独【]拍り馳｢,F一,でふ/)たが.わが国にお十ても国産化が開始され,

電気絶緑川積層板としての開発が強く要求されるようになった｡

そこで偵桐板川としてこれまで依用されているいろいろの基材のなかでもっとも耐熱性,寸法安定性にすぐ

れているガラス布に,ジアリルフタレート樹胴を硬¶し紺･柑沌牒遷することとした｡

本文ほ,ガラス布基材ジアリルフタレート樹脈横柄阪(ガラス布ノアリルフクレート積桐板)について求め

た性能の紹介であって,その性能は

l.緒 l=∃

材札電寸隙拙1J材料としで卜分に市場の要求をふたしている｡

俊 明*
Yosllikawa

工機
いじ■′･ト

電子工業の署い､進如こ伴いこれまで広く供用され

ていた各種熱硬化性プラスチックス横根板ほ,いずれも許性能のi｢り

上新品種の開発が慮く要求されるようになった｡なかでも,もっ

とも古くから電気絶縁材料として使用されているフェノール樹脂系

硫層板は,誘電特性,耐熱性などの向上が望まれ,比較的新い､ん!一

種のポリエステル樹脂系借倒仮ほ,生踵J式の政吉,寸法精度の向

上などが要望されるようになった｡そこで筆署らほ,すぐ江た誘電

相生と耐熱性せ有し,積層板聾射琶法も比較的容易でお)るといわれて

いる(巨5)ジアリルフタレート樹附こ着日し,基材にガラス布な選択

しガラス布ジアリルフタレート雛眉根せ偶発することとした｡ガラ

スイドジアリルフタレート班別板ほ,ポリエステノし樹胴系机凧職に比

べ製造ノブ式も比較的容易であるため寸法精度も良好であり,一方フ

ェノール樹脂,エポキシ桂川凱系折沖引侵に比べてすぐれた誘電特性せ

有していることがわかった｡以下この債購板功性能の二 三を紹介

し,使用上の参考とした｡
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2.ジアリルフクレート樹脂(6)

現在広く使用されているポリエステル樹脂は,-｣蜘こ飽和ポリエ

ステル,不飽和ぷリエステルに区分されているが,アリル樹脂はそ

の特異な性質および化ツ構追のちがいからポリエステル樹脂とは別

に分類されているr このアリル樹脂の中で次に示すように無水フタ

ル酸とアリルア■ルコールから作られたジアリル7タレートの重合物

ほ,ジアリルフタレート樹脂と呼ばれ,種々のすぐれた性質を有し

ているたが),積丹･'さ材料,成形材料,注猟J｢l】-として鯉川されはじめて

いる｡
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第2表 椚層仮の 試験方 法
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3.積層板の一般特性

3.1JIS規格による特性

熱硬化件樹肺研畔附こ】粧するJIS規桁(JIS KL(3706)ほ,こ･1L.;iご

で等級別に分類されていたが,昭和37隼1‖1‖から仙川者に地利

なように用途別に再分類された桝JIS規格(JIS K--691･2)が発行さ

Jtた｡

この改訂によi),これまでの品種匿さらに数椎が追加された｡特

に耐熱用精凧板としてガラス布フェノール積椚版(PL-GH),ガラ

ス布メラミン債層阪(MしGMH),ガラスイlけイ素積層吸(Sし

GSH)などのガラん軒杭屑板が加わった〔

そこで今｢司製品化したガラス布ジアリルフタレ岬卜精岡板を新

JIS規格によi)検討L.そ♂〕結果を第1表に示した〔なお試験法も

従来と柑､里甘なっているため,参考までにこ′れを第2表にホした｡

一式験にほ比較のためガラス布フェノー′し掛渕払
ガラスイけホリエ

ステル掛.･･恢お｣こびガラスイIiエポキシ掛.封掠を使川した｡

3.2 仙L規格による特性

ジアリルフタレート樹脚こ関する米‥相川j規惰(MIL規椿)適川

晶は,威服材料にはMIL-P-14D(Plastic-Materials,Molding,

and Plastic-Parts,Molded;Thermosetting)として規定さ)L,広

く実用されているが,積層板としては見当たら点い｡

ガラス布韮材積層板では,これまでフェノー′し脚訓反(MIL-P-

25515A),メラミソ布横根板(MIL-P-15037B),ケイ素績眉根

(MIしPp997B),エポキシ積層板(MTLP-18177B)などが規定さ

れている｡

ガラス布ジアリルフタレート桃川板が即川機帯材料とLて仙川L

うるためには,これらの軍川規格にどの錯適適合できるか枚.i寸する

必要がある｡

各種積椚順にほ一般に共通した試験方法があるので,この試験方

法に基づいて試験を行ない,この結果を第3表に示した(試験:ノノ法

の概略は舞2表に併記した)｡,

この結 ,ガラス布ノアリルフタレート積層板はガラスイけフェ/

ール精層板のMII.規格を十分満足し-,ガラス布エホキシ精屑板サ

MIL規格にほ,へキ閃赦さ,ガラス布メラミン樟掴仮のMIIノ規俗

にほ耐アーク性,ガラス布ケイ素掛剖仮のMII.規格には誘電正は

のみ砥触するがその他の訓淡亨~川については合宿する懲紺l'■でぁるこ
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とがJ)かった｡
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第1図 各種積層板(厚さ1.6mm)の煮沸くり返えしに

よる絶縁抵抗の変化
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第2図 煮沸くり返えしによる表面抵抗率の変化
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第3図 煮沸くり返えしによる体積抵抗率の変化

4,強制劣化試験

ガラス布ジアリルフタレート桔屑板は,前述のようにすぐれた各

種の特性を石しているが,この積層板を機掛こ使用した場合,長期

寿命が保証されなければならない｡そこで機器がいろいろのきびし

い条件にさらされることを推定し,種々の高温多湿条件で積層板の

慮制劣化試験を行なった｡

この試験にほ,比較のためガラス布フェノール積層板,ガラス和

ポリエステル積層板,ガラス布エポキシ積層板を使用した｡.

4.】絶縁抵抗と抵抗率

機旨注力;高温,高湿~Fにさらされて使用されることを仮想し,水の

1~いで積層板を強制劣化させて,その変化を求め第1～3図に示した.〕

図は,試料をさきに述べたJIS規格指定の条件により作製L,前

雁の影響せ少なくするため105℃で1時間加熱し,デシケ一夕中で

30分放冷したものを常態(以後すべてこの条什で処理したものを常

態とLた)とL,常態測定後2時間煮沸し,30分水洗後測定したも

のを1サイクルとして,以後これをくり返えL30サイクルまでの
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第4図 各種積層板の吸水率の変化
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第5図
一各校積層板の各周波数における誘電正接

の変化(処理温度20℃)
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第6図 各柁積層板の各周波数における誘電率の

変化(処理温度20℃)

絶縁拭抗,表面抵抗率,体積抵抗率の変化を求めた｡

一方,このような電気 性の変化ほ杭屑板の吸水性に関係がある

ものと考えられるので,積層板の吸水性について検討しこれを弟4

図に示Lた｡試料ほいずれもMIL規格指定の条件によって作

23℃の水中に約1個月放置し測定をくり返えしたものである｡

この結果,ガラス布ジアリルフタレート積層板はガラス布エポキ

シ積層板と同程度の寿命を有するすぐれた電気絶縁性および耐水性

を有していることがわかった｡そこで,機器がきびい､加熱,冷

却,吸湿および脱渥処理を受けても,安定した性質を有していると

考えられる｡

4.2 誘 電 特 性

電気絶縁用積層板の誘電特性ほ,使用機器の性能を左イイする

な榊了･であって,誘電正接(tan∂),誘電率(£)の小さいこと,外

的条件による変動の少ないこと,各周波数で安定した値を示すこと

などが要求されている｢､そこで第5図および弟る図に示した各周波

数iこおけるいろいろの楕屑板の誘電I目安および誘電率が,高温で加

熱処即された場合の変化を求めこれを第7～10図に示した｡
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第7図 各種積層板の各周波数における誘電正接

の変化(処理温度155℃)
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第8図 各種桁屑板の各周披数に∴わける虜電率の

変化(処理混度155℃)
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第9図 各穐積層板の各周波数における誘電正接

の変化(処理渥度180℃)
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第10図 各種積層板の各周波数iこおける誘電率

の変化(処理温度180℃)

試料ほJIS規格指定の条件により作製し,これを155,180℃の気

中で24時間加熱したのち,デシケ一夕申で常温まで放冷して測定

を行ない,その後再び名温度において72時間加熱した後測定した

加幸先日数(♂J

第11同 席況における曲げ強さの変化(155℃)
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第12囲 言捕_における曲げ弧さの変化(180℃)
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節13国 訴i見におけるへキ開斬さの変化(155℃)

ものである(

このことから,ガラス布ジアリルフタレート債層板の誘電正接お

よび誘電率ほ,実験に使用Lたいずれの軋度でも,もっともすぐれ

た値を示し,各周波数において安定した性質を有Lていることがわ

かった｡

4･3 轢 械 特 性

前述の電如寺性と同様に機器の温度.l二昇において著い､変化を受

けることほ,もっとも好ましくない〔そこで試料をMIL規格指定

の条件により作成し,155,180℃の高温処理により1‖旧領ほおよび
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へキ開成さの射ヒを求〆),これを弟1ト14図に示しじ､

｢卯こ′Jミしたように,処即日数の

､

､

ととヰ.,にいすれの積層澱も安

定L_た性能を示すことがわかった｡そこでこれらの積層板の加熱に

ユる屯量減少率を球め,これを第15図に示Lた｢

第15図は,12.7×50×50(mnlト玖試料な用い,180℃の気l~巨で加

熱処理し_た場合の市量減少ヰiを′J二Lたものでふるが,いずれも数】l

苓ご経過す川よ′定足Lた数仙を示すようにたり,そJしか仁一)は拝Lい変

カコ烈tR割こ(〟)

第14図+J紺.しにお:ナろへキ開腺さの要北(180℃)
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0

0
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十1.57
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化む受けないことがj)か一1た√､

4.4 耐 薬 品 性

積層板は,安定した電気的および機槻的性能のほか,理科学磯

苦言,化て:装作用≠げl･とLて使用さ八る場ハにほ,すぐれた耐薬品性

が軋J､ミされる｢こjtまですぐれたl肺軋11-,件なイ了し,多1川如こ他用さ

れていたェホキシ系㍍眉根と比曜し,その変≠藻求めこれを第4表

に示した∩

舞4表は3.2x25.4×25.4(111m)のふ■膵路側仰し,23℃の各種薬l'‖t】

小二手九-fしたの･ち〆け‖弧厚さ射ヒおよび重量変化ヰiをホしたもの

である｡

この結黒㌧ カ■ラスイIiジアリルフクレート掛.阜阪は,文献で紹介さ

れ(6-(7)ているようにすぐれた耐薬l廿性有していることが明らかとな

った〔

4.5 寸法安定性

机肝板材阻朴玖鮎.■--とLて一柳=ノた場合,掩帯の精度,安克性な

ど7日二)､ト法′友1上川三のすぐれていることが要求される｡

そこでこれまて石~なってきた｣∴うに180℃の恒混気■ 加熱

石ご子け〔い,十は射ヒヰi(長さの変化)ニトよび厚さ変化率の変化む求

ム7)これを第柑図および第17図に示した｡図は12.7×50×50(mm)

の試料を川い初期の長さおよび厚さに対する変化を1個‖にわたり

求めたものであるが,ガラス布ゾアリルフタレート椚僧板ほ,ガラ

て
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ス布エポキシ精層板とともにもっとも安定Lた性能を有している｡

4.る 耐 熱 性

ガラス布ジアリルフタレート積層板のすぐれた特長の一つとして

耐熱性があげられるが,この牲質は第1表に示したように,またこ

jLまで述べてきたいろいろの1蹄Iぅり劣化試験でも明らかなようにすぐ

れた仲田を有している｡

一方,ガラス布ジアリルフタレート紋肝仮性155,180℃の気中

において連続的に加熱した場合や短l年間さらに高温(ハンダ浴,油

俗に浸潰)にさらL.た場合においても,ガラス布エポキシ横剛友と

ともまったく外観上の変化(ひびわれ,ゆがみ,ふくれ)を認めな

かった二｡

この積層板はこのようにすぐれた耐熱性を有しているため,ガラ

ス布エポキシ桜層板とともにF種絶縁材料としての位用が期待され

る｡
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くく-1れた誘′割引生,寸法安定性,耐熱性,耐湿特性を有Lているため

利用の道は大きい｡

なおいろいろの強制劣イヒ試験でも性能の低下が少ないのでF

縁を口的とした屯電機器fl]材料,高周波用材料をr川勺とした電了~機

一群,通†.て機器ノ~11材料としてその佐川が期持される｡

終わりに,電克晒灘の測定にご援助いただいた日立製作所~F節｣二

場品質管理課の する｡
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